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1 はじめに 
近年，超氷河期と呼ばれるほど日本の大学生の就職状

況は悪化している[1]．大学では学生の就職活動を支援

するために，キャリア系講義の開講や SPI・一般常識の

模擬試験等，就職活動に関連した取り組みが多くなされ

ている．本学では 2009年度に ESの作成や内容向上の支

援を目的とした『エントリーシート作成支援サービス』

を構築・運用し，学生の就職活動の支援に注力した[2]． 

学生は大学内の多様なサービスを活用することで，就

職活動の準備に役立てることができるが，自身で取り組

みの優先度を判断することは困難であると推察される． 

本研究の目的は就職活動の準備を支援することであり，

学生が就職活動の準備状況を客観視できるフィードバッ

クサービス構築を目指した． 

 

2 サービス構築 
2．1 サービス概要 

SPIや一般常識の模擬試験結果は電子媒体で保存され

ており情報の転用が容易である．模擬 ESや模擬面接は

評価を紙媒体に記載しているため，OCR用紙で情報の電

子化を支援した(図 1)．学生個々のデータを集約してキ

ャリアエンカレッジシートのテンプレートへ出力を行な

い，学生毎に内容の異なるキャリアエンカレッジシート

を自動生成する，その後サーバに転送し，リンクや就職

活動の対策案等が記述されている電子メールを配信する． 

 

 

 
図 1 サービスの構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．2 指標の選定 

本学で実施している就職活動の対策講座を中心に指標

とする 7項目を選定した．①学生生活は，学業やサーク

ル，アルバイト等の活動状況を学生が 10段階で自己評

価した結果を活用した．②講義得点は，キャリア形成法

やキャリアデザインⅠ等，各学部に対応したキャリア系

講義の成績を用いた．③模擬 ESは，2009年度から導入

されたエントリーシート作成支援サービスの評価を使用

した．④模擬面接は面接官の評価を，⑤一般常識と⑥

SPIは模擬試験の結果を，⑦TOEICはスコアをそれぞれ

活用した． 

 

2．3 キャリアエンカレッジシート 

 7 項目に対応した学生のデータが出力されているキャ

リアエンカレッジシートの電子ファイルを PDF 形式で作

成した(図 2)．左上部には項目群の説明と学生のスコア

が記載されている(図 3)．左下部は対策の記入欄となっ

ており，学生は右上部のレーダーチャートを踏まえた就

職活動の対策計画を立てることができる． 

 

 

 
図 2 キャリアエンカレッジシート 

 

 

 
図 3 項目群と対応するスコアの記述例 
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キャリアエンカレッジシートの右上部は，大手企業が求

める人材要件を基準としたレーダーチャートであり，学

生のスコアがプロットされている(図 4)．右下部は備考

(教員コメント等)となっており，卒業研究室の指導教員

は学生に意見や感想等を記述することが可能である． 

 

 

 
図 4 スコアがプロットされたレーダーチャートの例 

 

2．4 フィードバックメール 

 キャリアエンカレッジシートによって浮き彫りになっ

た取り組みが不充分な項目への対策を促すために，フィ

ードバックメールを作成した．キャリアエンカレッジシ

ートへのリンクや活用方法等の説明，専門業者が作成し

た基準値と学生のデータとの比較で得られた各項目に対

する 4 段階の評価，基準値を下回る項目の対策案が電子

メールに自動で記載される(図 5，図 6)． 

 

 

 
図 5 キャリアエンカレッジシートへのリンクと説明文 

 

 

 
図 6 4段階の評価と対策案 

3 サービス運用 
本研究で構築したキャリアエンカレッジシートサービ

スを本学のキャリア系講義に適用した． 

 

対象者 キャリア系講義を受講している本学の全学部

3年生(1401名)． 

 

時期 2010年前期． 

 

概要 運用者はキャリアエンカレッジシート作成に必

要な，学生の自己評価やキャリア系講義の成績，模擬 ES

の評価，SPI・一般常識の模擬試験結果，TOEIC のスコア

を収集する．取得した学生個々のデータからキャリアエ

ンカレッジシートを自動生成し，サーバに転送後，学生

にフィードバックメールを自動配信する． 

学生は自身のキャリアエンカレッジシートとフィード

バックを確認する． 
 

4 選定した指標と内々定通知の関係 
キャリアエンカレッジシートでは①学生生活，②講義

得点等の 7 項目を用いて学生の就職活動の準備状況を客

観的に表した．その項目群が指標として妥当であるかを

検証するために，本学 2009 年度卒業生の内々定通知の

時期と項目群の関係を単回帰分析により調査した． 

その結果,②講義得点と③模擬 ES は内々定通知の時期

と相関関係にあることが判明した． 

 

5 おわりに 
本研究で構築したキャリアエンカレッジシートサービ

スは，学生個々の就職活動の準備状況を客観視すること

が目的である．その指標として用いた 7 項目が有用かど

うかを検証するために，本学 2009 年度卒業生の内々定

通知の時期との関係を調査した．その結果，キャリア系

講義や模擬 ESと強い相関関係にあることが判明した． 

キャリアエンカレッジシートの有用性が示唆されたた

め，本格的なサービスの運用が 2011 年度に計画されて

いる． 
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